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活動団体 環境研究部 ECO-P

主な活動時間 部活動として 活動人数 13 人

最終審査会
発表生徒 髙嶋 茜、三村 沙耶佳 担当教諭 喜多 遥、秋次 留衣

三木から未来へ 〜僕たちの action for our future! 〜

【目的・展望】
　兵庫県立三木北高等学校環境研究部 ECO-P は、地

域の人々と協力し、地域のイベントや学校行事、環境

研究部主催のイベントで、身近な自然環境に対する興

味・関心・知識を高めてもらうことを目指しています。

環境研究部や学校全体のこれまでの活動が評価され、

一昨年度、兵庫県教育長表彰を受賞しました。さらに

昨年度、兵庫県の県立高校として初めて、ユネスコス

クールに認証されました。本校は、これからも「環境

の三木北」として、環境教育を学校の特色として推進

していきますが、環境研究部はその中心となり計画・

提案・実践を行っていきます。

【活動内容】
• 8 年間地域の祭りや児童館などで、子どもを対象と

し、エコロジーの普及・啓発を行うオリジナルキャラ

クター「環境戦隊エコピーレンジャー」によるクイズ

を交えたショーを行い、環境破壊防止や省エネを訴え

ています。台本やクイズ作り、振付、稽古など、全て

部員自身で行っています。この企画は、大人気であり、

楽しみながら環境について学習してもらっています。

• 地域の親子を対象とし、オリジナルで制作した「環

境かるた」やエコ工作教室などの環境学習教室の企

画・運営を行っています。「なかよしエコきょうしつ」

と呼ばれる本活動は、6年目となります。例えば、三

木市立小学校アフタースクールの子ども達と、長期

休暇に定期的に交流し、約 50 人の児童と楽しく学ん

でいます。企画・運営は、高校生約 20 人で行ってい

ます。部員だけでなく、本校の総合科学部や保育系

の授業を選択している生徒も運営に参加し、開催回

数も増えています。

• グリーンカーテン化を進め、冷房使用を抑制するた

め、校舎南面の壁面にゴーヤを植栽しました。部活動

予算に苗代が計上されていなかったため、運営方法と

して、「ゴーヤファンド」を独自に考案し、資金を調

達しました。初夏の文化祭にて、一口 50円でファン

ド出資者を募り、その年の収穫したゴーヤを還元して

います。本活動は、6年目となります。今年度は、ゴー
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ヤを食べやすくするため、ゴーヤのレシピを、フード

デザインという授業を受講している生徒に作っても

らいました。昨年度から、兵庫県篠山市の高校から

譲っていただいた「山の芋」も植栽しています。今後

とも、新たな植物の利用も検討し、グリーンカーテン

が地域社会により一層広がるよう、試行錯誤を重ねて

いきます。

• 生徒会に提案し、文化祭の食品模擬店で、土に還る

バイオマス容器を使用し、身近なエコ活動を推進して

います。容器は使用後に回収し、肥料としてゴーヤな

どの植物栽培に利用しています。エコ容器は、プラス

チック容器の代わりに、約 1000 個使用されています。

本活動は、7年以上続いています。

• 平成 20年より北はりま地域づくり応援団主催「加

古川かわあそびフェスタ」にスタッフとして参加・協

力しています。地域の親子への環境教育活動に携わり、

自然保護への知識を深めています。

• 三木市内の活動団体花あかりの会主催「カタクリ植

栽プロジェクト」にスタッフとして 7年以上参加し、

三木市内伽耶院で、兵庫県が準絶滅危惧種に指定して

いるカタクリの植栽に取り組んでいます。この活動は

テレビやラジオ、新聞でも紹介されました。

• 平成 24年度は、兵庫県立人と自然の博物館主催「ボ

ルネオジャングル体験スクール」に学校の代表として

派遣され、ボルネオのジャングルの素晴らしさ、環境

保護の取り組みやその必要性を学びました。さらに、

部員の一人が、ユネスコスクール高校生 ESD 作文コ

ンテストに応募し、12名の日本代表の一人に選ばれ、

日本ユネスコ協会連盟主催「ESD 国際交流プログラム

　ドイツ・フランス研修」に行きました。海外の都市、

学校における環境への取り組みを学びました。このよ

うに学習した内容は、地域のイベントや本校の文化祭

等で紹介し、地域の方々にも、地球規模の環境保護に

ついて知ってもらいました。

• 今年度は新たな取り組みとして、神戸市三宮駅周辺

の清掃活動をし、歩行者の意識を高めました。ゴミが

予想以上に多く、この活動の必要性を改めて感じまし

た。これからも継続する予定です。

【成果・実績】
　啓発活動に力を入れていた結果、今年 2月に毎日

放送「ちちんぷいぷい」という番組の「たむらけんじ

の学校に行こ！」というコーナーで環境研究部の活動

が紹介されました。このように、テレビ、新聞などの

メディアや近隣の公民館や本校文化祭でのパネル展示

を通して、活動への注目が高まっています。その結

果、レンジャーショーや環境学習教室の依頼は、昨年

の倍以上になりました。栽培方法を工夫した結果、前

年よりゴーヤはよく成長し、冷房抑制効果が高まりま

した。近隣の地域自治会からの依頼を受け、一昨年度

からゴーヤの苗の手配を行い、近隣の家庭にもグリー

ンカーテンを広めています。今年度は、1000 株を各

戸配布しました。このように、校内だけでなく地域社

会の省エネや環境保護への意識を高めています。

◎私たちが取り組んだエコ活動の中で、最も印象に残っている活動は、環境学習教室です。現在この活動は、環境クイズを交えた

レンジャーショ—や環境かるた遊びをして、子どもたちに楽しく学んでもらっています。この活動を広く展開するために、まず

は自分たちが書籍やインターネットを活用して、環境への知識や興味・関心を深めていきたいです。そして、その知識を利用し

た新しいクイズや遊びを考案し、地域の子どもたちの環境への興味関心を高める活動に繋げていきます。	（高嶋 茜・女・2年）

◎エコワングランプリの全国大会で他校の皆さんの発表を聞き、各学校の様々なアイデアや活動状況を知ることが出来まし

た。今後私たちはゴーヤを使ったグリーンカーテンの冷房使用の抑制効果をデータ化し、そのデータを元にゴーヤファン

ドの改善・拡大を行っていきたいと思います。学校全体に活動を広げることで、全生徒が「当たり前」のようにエコに通

じる活動をしていける取り組みを目指します。	 （三村 沙耶佳・女・2年）
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